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表 と行動の 容をもたらす心理  

パー リ ィの に する を考える 
 

  お の 子大学大学院 間文化 学研  

 
要約 

本論文では パー リ ィの について表 と行動という観点から理 を めるために Masterson

（2000/2007）の 力動的 ー スキー 加 化 力動 （AEDP）の 3 つの心理

について考 した。新 的で 的な 方 について言 がないとともに 立的な立 でセラ ーが

される Masterson（2000/2007）の 力動的 ー に し スキー と AEDP ではより 的

な 方 が され さらにセラ ス が 的に関 る 関係を重 して表 と行動の 容を 指し

ていることが された。 後 それ れの心理 がどのような ラ ン により一 を発 するの

かを検討することが必要であると考えられる。 

 

キー・ワード パー リ ィ 力動的心理  スキー  加 化 力動 AEDP  

 

I じめに 
 1． ー リテ の に る理解の 化 
 パー リ ィに を えるということは

に な課題であり その しい りによって

的に支 をきたしている にパー リ

ィ として えられる。これまでのパー リ

ィ に する理 は 主に行動的 に 点

を当てて発 してきた。しかし DSM-5（
の ・ ュ 5 ）では 行動的

の なら より内的な からもパー

リ ィ を理 する ィ ン ョ が

された。このように パー リ ィに す

る理 のあり方は 化を つつある。 
  
 2． 動に し る“表 ” 
 パー リ ィの内的な は 表 と い関

係にある。表 とは の心の で かれる

的な ージや のことを指す。自 や他者

に する表 は主に 育者との間で形 され パ

ー リ ィに を える者はそれらが

あるいは になっていると考えられている。 

 そこで 実 に表 に 点を当ててパー リ

ィが形 されるまでを検討したいと考え 者

は後 の Masterson（2000/2007）の 力動的

ー を 考にしながら パー リ ィ

に を えていると 関で指 されたこ

とのある 力者に ンタ ューを行った。そ

の な 育 が ィ な自

表 ・ 表 を形 し それらの表 によって

見 てられ が され その見 てられ

に するために な行動である が き

こされると考えられた。そして その自 表 ・

表 がより 的なものに修 されたなら

それに い行動も 的なもの と 化していく

だ うという考 を得た（ , 2019）。 
 
 3．表 の 待できる 理  

 しかしながら Masterson（2000/2007）の
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ー では表 が修 されるための 的な

方 は論 られていない。そこでより 的な

について 見を める必要があると考えた。

また 従来の 的心理 のようにセラ

ス が 立的な立 をとるセラ ーでは 表 の

容が になされないとも考えられ 関係

のあり方も すべき点であるといえる。 ここで

かび上がってくるのがスキー と加 化

力動 （以 AEDP）である。 
 スキー とAEDPでは その理論の で表

（スキー ではスキー AEDPでは内的

と同 として えられる）や （行

動と関 けられる）が れている。また

方ともあら る学 や理論を まえた 的な立

にあり 的で新 な 方 を してい

る。さらにこの2つの心理 は 的な

関係を重 している点で従来の 的心理

や認 行動 とは なり パー リ ィの

に する支援として に有 であると考え

られる。 
 よって本論文では 自 表 ・ 表 の修

が 的な行動 繋がるという 点を ちながら

Masterson（2000/2007）の 力動的 ー

をスキー とAEDPが補 できる点 およ

び 後の課題について考 することを 的とする。

この3つの心理 を検討することで パー

リ ィ支援のあり方の を理 することができ

るとともに 的な支援方 について に考

することができるだ う。 
 
Ⅱ Masterson（2000/2007）の 神 動的ア 
プロー  
 1． の の  
 Masterson（2000/2007）は 子どもが 長し

ていく で 育者から自立し 自ら新しい

と進 でいこうとすることを自 活性化と だ。

しかし 育者の には子どもが たいていくこ

とを く え 自立を するような 育 度

をとってしまう がある。すると子どもには自

活性化することによって と見 てられ

うつが生 さらには見 てられ うつが

を導くとされる。こうした一 の れは自 の

の と えられ あら るパー リ ィ

の主要な 力動的 ー であると考えられ

る。また 自 の の の に主要な

を することができる。ここでいう

について として を えるだけでなく

より内的な からも理 するために 自 の

ー を発 的 関係的 ー に加え

ることの は大きいといえる（Masterson, 
2000/2007, pp.79-80）。 

 
2．表 と 制 

 自 の ー を発 的 関係的  
ー に加えることで 者や ラ ン の内

的 およびそのような に びつ

いた自 表 と 表 の について ること

ができるとともに そのような に関 する

と自 を定 することができる

（Masterson, 2000/2007, p.79）。これらの に

ついて 以 にやや に記 していく。 
ま Masterson（2000/2007, p.87）は パー  
リ ィ を 性パー リ ィ

自 性パー リ ィ 性スキ

の3つに大 している。そして 者あるい

は ラ ン には 育者との相 により

形 られた自 表 ・ 表 およびその 者

を びつける が内在化され した 関

係 が形 されるとした（ 1 2 3）。 
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サ スト的 ー流 る

的で 的で り
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る との め
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 スキ ド ー リテ （ 性

含む）の （ a r  

2000 200 ） 

 

 の の 関係 は 育者が が

る自 活性化を にいることで 動 の き

ない ある で心 の い を している。

一方 の 関係 は 自 活性化した

ことで見 てられ うつが生 ている であ

る。この に しようとして 的な

行動である （しが つきや 認といった）

が き こされるのである。そしてこの2つの

関係 は により けられている

ことが特 である。このように 関係 が

しているというのは パー リ ィに

を える 者あるいは ラ ン の自

の うさ および 関係における内的

の り りやすさを しているといえるだ

う。 
こうした の を ったうえで関 る

ことの重要性は大きいといえる。しかし の

り Masterson（2000/2007）は 方 に

ついて特 に新たな をしておら 従来の

力動的 ー 同 に 立的な立 から
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・ を い を理 し を進

めていくのである。だが 育者との間で形

された自 表 ・ 表 が かいもの と修

されることを 指すとき セラ ス が 立

的な立 を することは必 しも 的な関

りとは言えないだ う。そこで より 的

に ラ ン と関 ることを重 しつつ 表

と行動の 容が される心理 について

以 に検討することで Masterson（2000/2007）
の ー をカ ーできると考えられる。 

 
Ⅲ スキーマ  
 1．スキーマ の 生 
 スキー は 的な認 行動 ー

の と を 的に 大かつ したもの

で その においては認 行動

タ ン 理論 ュタ 関係

論 主 学 が かな形で さ

れている。こうした発 を げた には

的な認 行動 では な を さなかった

の 在があり それが性格上の 題 すな

ちパー リ ィの であった。性格上の 題

を える 者あるいは ラ ン は に す

る動 けや ー の 方がより である

とともに 自らの 考や を ターすること

が しい が多いためである。よってスキー

では 認 と行動を の にしながらも

同時に 的な 化や 的 関係も同

くらい重 しているのである（Young, et al., 
2008, p.5,pp15-17）。 
 
2． 不 的スキーマとコーピング  

 認 行動 では 認 （頭の の考えや

ージ）を 的に える を つ。そこで

いレ の認 すな ち その の頭の に

に 在する 自 や や他者に する い い

や 観に く認 のことを スキー

（Schema） という（ , 2016, pp.44-45）。こ

の自 や や他者に する い いとは に

べた表 と同 であると えられるだ う。そ

してこのスキー は多くが 生の で形

されると考えられている（Young, et al., 2008, 
pp.20-21）。 
 そこで 生 の な により形 さ

れた 性格上の 題 すな ちパー リ ィの

をもたらすようなスキー をYoungは

的スキー と名 け 5 18 に

した。ここでいう 生 の な とは

子どもが 育者に して って当 のごく 当

な 求 である 的 求（ , 2016, p.52）
が たされないような のことである。この

的スキー では自 自 や重要な他者に

する ィ な が されている。 
 ここで重要なのは 的スキー に

は行動は まれないという点である。 的な

行動はスキー に する反 として理 され そ

の反 は ー ン 反 と れる。さらに あ

る がある ー ン 反 を り返し使い けれ

それがその の ー ン スタ として定

する。すな ち ー ン 反 は の

（state）を ー ン スタ はその の特性

（trait）を している。 的な ー ン ス

タ として スキー とは 反 のことが

実であるかのうように振る うことを て自ら

のスキー と おうとする スキー の 補

スキー が に活性化されないように

く生活する スキー の スキー の

いいなりになる スキー の 従 の3 が

げられている。こうした ー ン 反 や ー

ン スタ により 者あるいは ラ ン

はスキー が き こす で 的な

をしないで 。しかしその代 りに それを

使い ける りスキー が修 されることはない

のである。 的な ー ン スタ や ー

ン 反 といった行動を えるためには その

ような行動を 動するスキー の修 が 指され
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る（young, et al., 2008, p.21, pp.49-54）。 
 
3．スキーマ ード 

 特定の 的スキー や ー ン 反

が活性化されると それに って な や

反 自 的な行動が き こされる。そのと

き の で になっている や ー

ン 反 のことをスキー ー と 。スキ

ー ー という は 性パー リ ィ

の 者 の支援を て形 された。というの

も 性パー リ ィ 者は多 多 な

スキー と ー ン 反 を っているとともに

それらが っきりなしに 化するため 特性的な

要 （スキー および ー ン 反 ） か

りに 点を当てた リジ なスキー で

はこうした の 化を に できなかった

のである。ここで重要なのは スキー ー は

的な もあれ 的な もあるとい

うことである。スキー では このスキー

ー を 的なものから 的なものに り

替えるのを 助けすることを てスキー の修

を るのである（Young, et al., 2008, pp.56-58）。 
 スキー ー は では ー

的 ー ン ー 的

レン ー ー ー の

カ リー 10 が定められている。その で

も 的なスキー ー とは自 に さ

れていない すな ちその の自 から した

もう1つの自 であると えられている（young, 
et al., 2008, pp.58-59）。 

 
 4．スキーマの と 的な 動の 目 
し  

 スキー は セス ン と教育のフ ー

（Assessment and Education Phase） と

化のフ ー （Change Phase） から してい

く。 
 ま セス ン と教育のフ ー では

セラ ス は 者あるいは ラ ン が自らの

スキー を同定し その を理 することを

助けする。そして セス ン を てスキー

を教育し 的な ー ン スタ

の自 と の ー ン 反 がいかにスキー

を しているかの理 を 進する。また よ

り な は 者あるいは ラ ン が

次 と り替 るスキー ー を自ら観 でき

るよう 助けする。この では 者が自らの

スキー の を 的に理 できるようになるこ

とと そのスキー の を 的に理 できる

ようになることを 指す（Young, et al., 2008, 
p.63）。 
 いての 化のフ ー では その時 の

ー に て認 的 的 行動

的 関係的 を に て実

する。 
 認 的 では 自らの つスキー が りで

あることを するために スキー に反する事

実を見つけてそれらを 重 ていく。 
 的 では ージ や

（dialogue）などを いて 的なレ におい

てスキー と う。そこでは自 を つけた 育

者や重要他者に立ち向かったり ついた子ども

の自 を り したり 自 が子どもの に を

必要としていたのかということや いかに がそ

れを えてくれなかったのかを理 するようにな

る。そしてそれらを 在において自 を動 さ

るような の ージとつな 反論す

るための 習を ことでスキー が されて

いく を ち る力を得ていく。 
 行動的 では セラ ス は ージ や

ー レ を い 行動課題の 習とそれを

ーム ー として生活の で実 できるような

助けをする。そして次のセ ョンで ーム ー

を実 して た について し い 課題を

て 者あるいは ラ ン が を学 だか

を行う。こうしてこれまでの 的な ー
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ン スタ を し 新たな 的なパター

ンを に けていくのである。 
 後に 関係的 では セ ョンを し

てセラ ス の 在や言動は ー

ー として 者あるいは ラ ン に内在

化される。スキー における 関係には 共

的直 化（empathic confrontation） と

的再 育 （limited reparenting） という 2 つ

の重要な特 がある。共 的直 化 とは セラ

ス との関係において 者あるいは ラ ン

の 的なスキー が活性化されたときに

セラ ス はそれに して共 を しつつ、もう

一方で その反 はスキー や ー ン を反

したものであり されていたり 的であ

ったりすることを 者あるいは ラ ン に

えることである。 的再 育 は 関係

における な のもとで に たされ

なかった 的な 求をセラ ス が 者あるい

は ラ ン に し 育の め をす

ることである（Young, et al., 2008, pp.63-66）。  
 スキー ではこうした を て スキー

の修 と行動の 容が されるのである。 
 
 化体験 動 （AEDP） 

 1． もたら 感 体験と  
 表 と行動 関係が理論の で されて

いるもう1つの として 加 化 力動

（AEDP）が げられる。AEDPでは たちの

格は からの関係性の の を反 して

おり と が相 的に びつくとき

の 発的な 容力を関係性の セスの で

活 して 大 かつ 的に に いること

ができるとされている。つまり と は

容をもたらす大きな力であるとされているので

ある（Fosha, 2017, p.16）。 
 
 2．表 とし の 的 ル 
 本論文で っている 表 は AEDPの理 

論の では内的 に 当すると考えられ

る。 は特定の 育者との力動的関係の で 自

を表 する関係性の内的 を する。

定した を特 とする内的 では

他者は 性があり できる 在として表 さ

れ 自 は され される のある 在と

して表 される。このような内的 が形

されるためには 的に 在し 性のあ

る 育者との 定した 関係が かれることが

必要なのである。しかしこうした関係性が けて

いない 子どもは 育者との を する

ために 育者に 容してもらえない自 の

のあら る部 を するようになる。そうして

子どもは自 の 実や関係性 内的な 生活を

に することを にして 的 を

に けるのである。こうした 的 は内的

に反 され パターンとして定

していくのである。こうして形 された内的

は自 の ・ 行動・ の

との関係の 整の指 となる（Fosha, 2017, 
pp.53-54）。すな ち 内的 は行動に

を すと考えられる。 
 

 3． 化 るコア感  

 そこで 的な内的 とそれに う

行動を 得するためには 自 の 実や関係性

内的な 生活を に できること

つまり に けられていない ができるこ

とが求められるだ う。ここで重要な の

として というものがある。

は 方 がないときに に てくる を

指す。 が まると が 化され その

特有の 求 特性 生の課題に するのに

必要な内的リ ース の を助ける（Fosha, 
2017, p.27）。 
 このように に けられることのない

の は ラ ン がようやく自 と

い 行動や他者との関 りにおいて い方向
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と一歩を すために重要な要 であるといえ

る。しかしながら 特にこれまで を向けてこな

かった（向けられなかった） を うことに

は が う。こうした を えながらも

を得るためには他者の 在が必要であり そ

の関係性は 心・ であることが求められるの

である。 
  
 4． もたら 治  
 に べたように ましい は 的に

在し 性のある 育者との 定した関係性

の で かれるが そのような関 りを に

てなかった が にしてあることは らかで

ある。 
 AEDPの において 指されるのは セラ

ス のそこに 在することと 性に した

を生 すようなセラ ス ラ ン

関係を 立して 理の となる を らげ

ることである。 ラ ン はセラ ス との関

係で を る ど 長の か となる

を てて新しい 方や相 を るように

なるのである（Fosha, 2017, pp.50-51）。 
 そうした関 りの で  かつて あそこで

（ 格を形 した ）と ここで （ 在の

力動）の 方が 者とその相 の 時ごと

の を生 することに し またそれを形

るとされる（Fosha, 2017, pp.67-68）。つまり

ラ ン の をもたらした と 方

を に理 し 関係を いているセラ ス

とのリ タ ムのやりとりにおいて

が き され これまで れることのできなかっ

た 理のままの を し直すことで を

すことができるといえるだ う。Fosha（2017, 
p.69）は たった 1 つでも理 のある他者との

関係があれ （それが主な の でなく

とも） ラ の は えられる と べてい

る。すな ち に な 育 を

て形 された ィ な内的 も セ

ラ ス との かな関 りのなかで の

がなされることで修 され それに い行動的

もより 的なものとなっていくといえるだ

う。 
 
 5． ラピストの 性 
 後に AEDP の特 の でもう 1 つだけ 特

に重要な点を加える。それは セラ ス の

性を重 している点である。 
 AEDPのセラ ス は を って関 り

ー ス ーの である を 的に共有

しなけれ ならない。 定した を育 育者

と同 ように AEDPセラ ス は2 の方

で ラ ン に関 る。1 つは 度の い

性 もう1つは 自 自 の 管理 力を活

し ラ ン がそれまで されて でき

なかったものを 理する 助けをすることである。

その すべきなのは セラ ス は な

に支配されてはならないとともに ラ ン

と自 の の2つの間を 動的に行き来する

必要があるということである。また セラ ス

には自 の を認めてそれを ラ ン との

間で い 関係の を う時の な

に える が必要である（Fosha, 2017, p.83）。 
 容をもたらす い はどちらか一方で

なく他者との相 によってなされるものであ

る。また が相 に っていることにより

たる繋がりを ることができるといえるだ

う。セラ ス の を 的に に

いることは AEDPの大きな特 であるというこ

とができ それは繋がりを求める ラ ン に

くべき かな を えるものであるだ う。 
 
 まとめ 
1． アプロー に ら る共  

 以上 Mastersonによる 力動的 ー

Youngによるスキー FoshaによるAEDP
について べてきた。そこでま すべての
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ー の共 点について べていく。 
 ま たちのパー リ ィには の

育者との関 りが多大な を していると理

している点である。 ィ な 育 が

ィ な自 表 ・ 表 スキー 内

的 を形 していく。そうした の

を重要なものとして え の で っていく。

次に を するために 方 がとられる

が そうした 方 を取り けている間は

的な行動パターンは され 本的 には

らないという理 も共 して見られた。  
 
2． 神 動的アプロー るために 

 以上のように共 理 を 認した上で

Masterson（2000/2007）の ー を補 す

るにはやはりスキー と AEDP の 的な

方 および 的な 関係を重 する

点が有 だと考えられる。 
 ま スキー では 的スキー

ー ン 反 および ー ン スタ スキ

ー ー の を 定していることによって

ージが容 であり それらは自 理 を す い

となるだ う。これらにより自らの表 や行

動パターンを えやすくなると考えられる。さら

に ーム ー を いて行動の 容を 指すなど

取り ことが で 的である。こうした

により ラ ン は 的的にセラ ーを受

けやすくなると考えられる。また 的なセラ

ス との関 りによって に たされなか

った 的 求を め ることで 立的な

立 では することが しい 者関係が さ

れるだ う。そうした 者関係を することは

ラ ン の表 と行動が 的なもの と向

かうための となるだ う。 
 AEDPでは に けられていない

という 的かつ 的な を し

を き すために ラ ン とセラ ス

の間で 心・ な 関係が かれることの重

要性を べている。 的に 在し 性があ

るセラ ス との 定した関係が されている

で リ タ ムの を共にすることで

内的 が修 され 行動も 的なもの

と 化していくと できるだ う。こうした

ラ ン セラ ス 関係は 立的な立 か

らは 本的に するものである（Fosha, 2017, 
p.52）。 のはがれた で を共有する

ということは の自 を受け れられ うと

いう かつてない かな営 であり く 的

な 容をもたらすだ う。 
 また スキー およびAEDPが重 する

ラ ン とセラ ス の 的で 育的な 者

関係は 立的な立 よりも ラ ン のセラ

ーに する動 けを めると考えられる。 
 
3． 今 の ー リテ の に る  

に い  
 以上3つの ー より 育 が た

ちに える の大きさ それによって形 され

た ィ な表 および として生 る行

動の カ ムを理 することの重要性を再認

するに った。そして大 なのは それらを理

してどのように っていくかという点であり

的な 方 について べているとともに

関係を重 しているスキー と AEDP から

学 とこ は大きいものであった。 
 そこで 後検討すべきなのは スキー お

よびAEDPが それ れどのような により一

を発 するかという点である。 的には

パー リ ィの を有する ラ ン の

でも 認 的な きかけが い方が有 なのか

あるいは 的な きかけが い方が有 なのか

そうした セス ン をどのように行っていくか

などが考えられる。 
 パー リ ィの は 長い間 ラ ン

に さをもたらすものである。そうした さから

しでも く本来の自 らしさを取り す い
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をするために 的 な セス ン と 本的な

につながる支援方 をさらに発 さ ていくこ

とが く されるだ う。 
 

 本論文を するにあたりご指導 りまし

た 生に 心より し上げます。 
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